
教育 グローバル 研究

地域貢献 その他 達成状況（定量指標）

区分
指標

達成 未達成 「－」

教育 12 ４ ５
(うち困難３)

３

グロー
バル

５ ４
(うち困難１)

１
(うち困難１)

０

研究 ６ ３
(うち困難１)

３ ０

地域
貢献

９ ６ ３ ０

法人経営
ほか 19

16
(うち困難１) ２ １

計 51
(うち困難７)

33
(うち困難３)

14
(うち困難４)

４

地方独立行政法人法改正に伴い、今年度から、年度計画策定及び年度評価を廃止し、中期計画の各項目に設定した評価指標の達成状況を毎年
度、法人から設立団体及び評価委員会へ報告する。

・中期計画に掲げた定量指標(51 項目)及び定性指標(11 項目)の達成状況について報告 ⇒ 中期目標・中期計画の達成に向けて進捗状況を確認

■英語教育の充実を図った結果、英語学修におい

て、目標値を達成する成果が見られた。（在籍期間中

に TOEIC スコア 600 点以上を取得した学生 212 人

（目標値 167 人）ほか）【№27】

■複雑化する社会におい

て、より柔軟に、より多角

的に対応できる人材の育成

を目指す新カリキュラムを

検討、策定。分野横断型の

「知と実践の力」をさらに

高める新カリキュラムを令

和７年度からスタートさせ

た。【№12-1～3】

■多文化を理解し、積極的に関

わることができるグローバルな

視野と地域の視点を併せ持った

人材育成のため、令和６年４月

に「国際交流センター」を開設。

共生社会の実現に向け、学内外

に開かれた交流事業を実施し

た。加えて、国の留学支援制度

「トビタテ！留学 JAPAN」とふ

じのくに地域・大学コンソーシ

アムの留学支援制度「ふじのく

に留学応援奨学金」の書類選考

通過者（各２名・計４名）の面

接対策を実施し、全員の採択に

つなげた。【№63】

■科学研究費補助金の申請

者に対して、個別面談の実

施、研究計画調書の作成ポイ

ント等の解説を視聴できる

動画の配信、採択された研究

計画調書の閲覧機会の付与

等、科学研究費補助金獲得に

向けた支援を行った結果、獲

得件数及び獲得金額ともに、

目標値を上回る成果が見ら

れた。（外部資金獲得件数 64

件（目標値 53 件）、外部資金

獲得金額 41,162 千円（目標

値 36,632 千円））【№48】

■公開講座やイベント・シンポジウム等の様々な催

しを実施するなど、開かれた大学として、教育研究

成果を地域へ還元する取組が見られた。参加者は目

標値を超えた。(参加者 3,563 人（目標値 3,559 人）)

【№54】

■地域課題解決に取り組

む教育を通じて学生の地

域志向を高める科目であ

る「地域連携演習」のプロ

グラム充実を図った（前期

25 プログラム、後期 10 プ

ログラム）結果、取組者数

（学生）の増加などの成果

が見られた。（地域連携演

習等取組者数 316 人（目標

値 195 人））【№55】

■多くの学生がフェアトレードに関心を寄せ、様々

なプロジェクトが学生主導で能動的に続けられてい

ることなどが評価され、「フェアトレード大学」とし

て国内初の２度目の認定更新を受けた。【№92】

新カリキュラムパンフレット

国際交流センター

開設記念コンサート

【 】は計画№

■「カスから生まれるプロジェク

ト」では、コスタリカで生産され

るコ－ヒーの果皮「カスカラ」を

活用し、廃棄物の削減と資源の有

効活用を目的とした「カスカラテ

ィー」の商品開発に取り組んだ。

さらにコスタリカのフェアトレ

ード生産者と連携し、日本初のフ

ェアトレード・オーガニックのカ

スカラティーとして輸入・販売を

実現。こうした取組が高く評価さ

れ、気候変動アクション大賞を受

賞した。【№49】

令和 6 年度気候変動アク

ション環境大臣表彰

（気候変動アクション大賞）
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